平成２２年度事業報告書
特定非営利活動法人ロージーベル
１　事業の成果

　　少年支援の実状や必要性について理解と協力を求める啓蒙活動として，ホームページや会報、講演会や学習会を開催したところ、日本各地から多くの反響を得ることができた。

少年の支援として電話相談を行い、少年たちの声に耳を傾けることができ、少年たちの支援をすることができた。

平成２３年１月より「少年の家」を立ち上げ、少年の居場所を確保することができるようになり、東日本大震災により家族のもとに帰ることができなかった少年たちを受け入れることができた。
　　
２　事業に関する事項　　（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
（１）特定非営利活動に係る事業
	事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

（千円）

	①　少年に住居を提供し，必要な援助と生活指導を行う事業


	H23.1より宮城県内に「少年の家」を立ち上げ、家族問題等で帰る場所のない少年たちを受け入れる
	H22.4～

H23.3
	宮城県
	５名
	少年４名
	1,324

	②　少年に教育や就業の機会を提供する事業


	DV、その他の理由により、その立ち直りに向けての教育や就業の斡旋
	H22.4～

H23.3
	宮城県

	１名
	少年2名

	0

	③　少年や家族等からの相談を受ける事業


	少年や家族等を対象とした非行問題・子育・自殺・いじめに関する電話相談，直接相談
	H22.4～

H23.3
	宮城県


	５名
	電話相談：全国からのべ約2600件


	1,023

	④　少年とその家族の架け橋となる事業


	電話、面接、就労、住居提供などを通し、家族との確執の緩和、和解を促す
	H22.4～

H23.3
	宮城県
	２名
	全国からのべ55件
	629

	⑤　少年院で放送する番組を制作するなどの事業
	立ち直りのためのＤＪ番組の制作と提供
	H22.4～

H23.3
	宮城県


	６名


	少年院内の少年・職員約1400名
	379

	⑥　少年の支援のための啓蒙活動と情報提供事業
	1)ＨＰによる情報発信

2)会報の作成・送付

3)ラジオ番組の制作


	H22.4～

H23.3
	宮城県


	1)２名

2)５名

3)10名


	会員他全国の市民のべ約1000名
	　　　

64

	⑦　少年の支援のためのチャリティーコンサートや講演会事業
	1)少年シェルター講演会

2)施設へタオル寄贈活動
	H22.6

H22.10
H22.12

	宮城県
	1)20名

2)20名


	1)約300名

2)約100名


	434


